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1．はじめに

近年，複雑化する社会課題や住民ニーズの多様化によ

り，市民やNPO，行政等の多様なステークホルダの参

加や共創による解決が重要になっている．内閣府による

市民の社会貢献に関する実態調査では，回答者1,646名

のうち62.3%がボランタリー活動への関心を示してお

り，市民が自らのスキルや知識を社会課題の解決に役立

てるという活動への関心は高い[1]．アイディアとマラ
ソンを掛け合わせた言葉で，参加者が短期間にディスカ

ッションを通じて課題を解決するためのアイディアを出

し合うことを目的としたアイデアソン，ハックとマラソ

ンを掛け合わせた言葉で主に IT技術者が集まり，1日か

ら数日，集中的に課題を解決するためのアプリケーショ

ンのつくり込みを行うハッカソンが各地で実施されて全

国に波及しつつある．しかし，内閣官房の調査では，各

種実証事業において民間企業が開発したアプリケーショ

ン・サービスの提供により地域課題の解決につながる事

例は多いものの，新規ビジネスにつながった例はほとん

どないとまとめている[2]． 

一方，社会課題の解決には多様なステークホルダがア

イディアや解決策を考えるための場や手法の活用が重要

である．ワークショップの開催などアイディアを出すた

めの手法は数多く開発されているが，参加者がアイディ

ア創出から事業化計画立案までを一貫して行うためのプ

ロセスは構築されていない．そのため，社会課題解決の

ためのアイディアを具体的なサービスに具現化するため

の一貫したプロセスや手法が必要である． 

そこで筆者らは，地域課題の解決を行うサービスの創

出を目指して多様なスキルや知識を持つ参加者がアイデ

ィア創出からサービスの事業提案までを行うプロセスを

一貫して支援するシステム（以下，本システム）を構築

し，実証した．従来はイベント主催者がアイデアソン，

ハッカソンを個別に開催する，もしくはこの2つのプロ

セスまでを連続して開催することが多いが，筆者らは本

システムをこの2つのプロセスを経た後で参加者がハッ

カソンの成果を基にサービスの事業化計画の実証，立案

とステークホルダとの共創を目指す「マーケソン」を追

加し，地域課題の発見から解決までを一貫して支援でき

るよう設計した．また，本システムはステークホルダの

要求分析を基に対象となる課題の解決を目指す手法であ

るシステムズエンジニアリングのプロセスに沿ってアイ

デアソンからマーケソンまでを支援できることも特徴で

ある．課題の発見からサービス創出までを体系的に行う
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方法として，本システムでは対象課題や地域に関係する

オープンデータを活用する仕組みを提供した．本システ

ムはステークホルダによるコミュニケーションを継続的

に行い，アイディアや成果の共有が可能な機能も特徴と

して実現した．なお，本稿で用いるシステムという語

は「コンピュータ等を利用してデータ処理するための情

報システム」を意味するのではなく，「目的を達成する

ための，相互に作用する要素を組み合わせた集合体」[3]
という意味として用いる．以下，本システムの実証，検

証と得られたプラクティスを述べる．

2．関連研究

本研究におけるシステムと類似の取り組みとして，自

治体等が主催するアイデアソン，ハッカソン等が挙げら

れる．本稿では本システムと同じく，長期的にアイデア

ソンやハッカソンを開催している事例を取り上げる．そ

の主な事例は以下（表1）である．

ポータルサイトについて，CKANはオープンデータや

アプリケーションの収集，公開に優れたWebサイトであ

る[8],[9]．しかし，CKANをはじめとしたサイトの多く

はアプリケーションの公開が主となっており，参加者の

コミュニケーションや共創支援に特化しているものでは

ない．一方，近年，オープンデータを利用したアプリケ

ーション等の事例からは，オープンデータの活用が社会

課題の解決や新たなサービスの創出に有効であることが

分かる[10],[11]．アイデアソン，データビジュアライズ
ソンなどの取り組みも行われており，参加者の意見やア

イディアの創出方法，課題の発見，分析手法等は各イベ

ントによって異なり，参加者の共創支援に効果的な手法

や環境を関係者が模索している状況である．これらのこ

とから，市民と行政が地域課題の解決に持続的に取り組

むこと，オープンデータを利用すること，参加者同士の

コミュニケーションを主としたコミュニケーション・プ

ラットフォームを構築すること等の必要性が挙げられる．

3．本システムの構築

3.1　システム概要
本システムの開発，構築にあたっては多様なステーク

ホルダがオープンデータを利用して知識や情報，スキル

を交流させ，地域の課題解決を行うプロセスの支援のみ

ならず，将来にわたって地域で持続的に課題解決を行う

ためのコミュニティの創出を主眼とした．また，オープ

ンデータ提供にあたっての課題，知見を得ることも目的

とした．主に以下の4点の特徴を持つシステムの設計を

行った．システムの図を図1に示す．

3.2　システム設計
3.2.1 課題発見から事業計画まで一貫して支援するプロセ

スの構築

本システムは集合知によってアイディアやプロトタイ

プを創出するという手法であるアイデアソン，ハッカソ

ンを利用するが，このプロセスのみではアイディアの事

業化は難しい．そのため，筆者らはプロトタイプの事業

化計画を立案するプロセスとして，マーケティングとマ

ラソンの語を掛け合わせた「マーケソン」を構築した． 

3.2.2 システムズエンジニアリングを適用したプロセス設計

本システムでは地域課題解決に向けてシステムズエン

ジニアリング手法を導入した．システムズエンジニアリ

ングとはハードウェア，ソフトウェアにとどまらず，組

織，制度，地域など複数の要素から構成されるシステム

を対象に顧客の要求に合致した成果物を提示するための

手段で，4つのプロセスから成り立っている．まず，シ

表 1　2014年度に行われた地域課題解決をテーマにしたアイデアソン，ハッカソン

イベント名 浪江町住民のタブレット活用
を考える [4]

横浜ユースアイデアソン，ハッ
カソン，ユースフォーラム [5]

社会実装型ハッカソン
まちつむぎ [6]

大阪から考える Civic Tech[7]

目的 タブレット端末配布事業を通じ
て「本当に住民が必要とする」
アプリケーションの創出，避難町
民を含む町民の絆づくり

若者人材育成の一環として，
若者の力で横浜市の課題の見
える化や解決

ビッグデータなどのデータを活用
して，地域社会の課題解決に
つながるような新事業・新サー
ビスの創出

地域課題解決に向けての取り組
みを通じた担い手の拡大，オープ
ンデータの利活用によるアプリの
開発を通じた地域課題の解決

開催期間 5月 29日～ 6月 29日 10月 19日～ 1月 25日 10月 21日～ 3月 8日 10月 24日～ 3月 21日
対象課題 福島県浪江町の住民のタブレッ

ト端末活用
自然災害への対応，環境・エ
ネルギーへの取り組みなど

子育て支援，商店街活性化 地域課題全般

参加者向けコミュニ
ケーションツール

Facebook・公開ページ 参加者向けの Facebookページ
等は設けずメール等で対応

Facebook・非公開グループ，ML
（メーリングリスト）等

Facebook・非公開グループ

主なプロセス アイデアソン，ハッカソン アイデアソン，ハッカソン
データビジュアライズソン，
フォーラム

課題発掘ディスカッション（東京），
ワークショップ（東京），ユーザ
テスト（金沢）等

キックオフイベント
オープンデータ・カフェ
アイデアソン，ハッカソン，
アプリコンテスト
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ステムのライフサイクルや範囲を定義し，対象となるス

テークホルダの分析を行うプロセス，次にステークホル

ダの要求を定義するプロセス，続いて，要求や課題を解

決するための機能を明らかにして，その機能を具現化す

るための物理設計を行うプロセス，最後にステークホル

ダの要求を満たした成果物を創出できたかを検証するプ

ロセスである[3]．
今回は地域の課題を多様なステークホルダの集合知に

よって発見し，解決するまでのそれぞれの活動をシステ

ムズエンジニアリングの4つのプロセスに対応させるこ

ととした．すなわち，課題を発見し，対象とする地域の

ステークホルダ分析を行うプロセスとしてのプレアイデ

アソン，次に対象地域の課題を定義するプロセスとして

のアイデアソン，課題の解決に求められる機能とその機

能を実現するための物理設計を行うプロセスとしてのハ

ッカソン，最後に，システムがステークホルダの要求を

満たしているかを検証し，事業化に向けて参加者とステ

ークホルダが事業計画を作成して改善するプロセスとし

てマーケソンを設計した．

これらのプロセスに適切な参加者が参加し，対象とな

る地域の課題を意識できることやサービス創出に集中で

きる環境を提供するための設計を行った．課題の定義と

課題解決に向けた活動を行うためにデザイン思考を用い

て，多様な参加者の集合知や気づきを共有することを本

システムの特徴とした．具体的にはアイデアソン等のプ

ロセスでワークショップを行い，ファシリテータが課題

解決に必要なアイディアを創出するための議論を進める

ファシリテーションを行うこととした．なお，ファシリ

テーションとはワークショップ等で議論・対話を方向づ

け，参加者間の信頼や関係性を積極的に築くとともに，

参加者の内的気付き，集団の意思決定や目標の達成を支

援するための手法，役割で，ファシリテータはファシリ

テーションを企画，設計し，議論や対話を支援する人物

を指す[12],[13],[14]．また，アイデアソンは地域課題の発
見と分析を行うために対象となる地域で行い，ハッカソ

ンは潤沢な通信・電力環境を備えた，地域のステークホ

ルダにもアクセスの良い場所を選定した．マーケソンは

サービスの対象となるステークホルダの要求を取り入れ

て開発を進めるために，対象地域での開催を行い，サー

ビス発表は事業化に関連するステークホルダを広く集め

るため，対象地域から離れて自治体の中心地で行う設計

を行った．今回は遠隔地からのオンライン参加を受け付

けず，参加者が実際に会って交流し，対話とプロトタイ

プ創出に向けた活動を行うことを重視する設計とした．

3.2.3　コミュニケーション・プラットフォームの導入

集合知を集める場の多くは参加者の自発的な参加によ

るため，参加者を長期間拘束することは難しい．そのた

め，筆者らは参加者の共創の支援を目的に参加者が継続

 

 

コミュニケーション
・プラットフォーム

利用

議論環境，
資料アーカイブ

機能

クラウド環境

サーバ

アドバイス

地域住民
フィード
バック

相談
事業化支援者

通信環境／電源環境

オープンデータ

非オープンデータ

非ディジタルデータ

提供

クラウド支援係 ファシリテータ データ活用相談窓口

市役所

事業化計画

アウトプット

アイディア

行政職員デザイナ

支援 依頼

IT 技術者地域住民

利用

プロトタイプ

ファシリ
テーション

アドバイス，
データ作成

新たなデータの作成，提供

地域課題，対象フィールド

会場

図 1　本システムのシステム図
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して議論する機能を付与したオンラインのコミュニケー

ション・プラットフォームを設計し，構築，運用した．

コミュニケーション・プラットフォームは参加者向けに

アイディア創出のために議論を行う機能，アイディアを

投稿したり，アーカイブする機能，主催者向けに参加者

を募集する機能，参加者にアンケートや連絡をする機能，

参加者の連絡先を管理する機能を設けた．

3.2.4 客観的な課題分析やアプリケーション創出のための

オープンデータの利用

参加者が地域課題を正確に理解できるように，筆者ら

は各プロセスにおいて国が整備，提供するG空間情報（地

理院地図，国土数値情報）や自治体が整備，提供してい

る各種オープンデータを収集した．特にハッカソンでは

参加者がデータからサービスを考えるのではなく，地域

課題の解決や地域住民のニーズから必要なデータを利用

するように促し，オープンデータ，ディジタルでないデ

ータ，オープンではないデータなど多様なデータの提供

を行うこととした．オープンデータ利用支援として，ア

イデアソン，ハッカソンでは参加者の相談に応えるため

にオープンデータ活用窓口を設置した．また，コミュニ

ケーション・プラットフォームではオープンデータに関

する情報提供面での支援を行った .

3.3　地域課題解決のためのプロセス
本システムで実施するプロセスを図2に示す．本シス

テムでは筆者らはプレアイデアソン，アイデアソン，ハ

ッカソン，マーケソンのプロセスと，この4つのプロセ

スを継続支援するプロセスからなるシステムを設計し

た．課題の発見からその解決策としてのサービスの事業

化までを一貫して行うプロセスとしてプレアイデアソン

でシステム全体を通底する地域の課題を抽出し，アイデ

アソンでは抽出された課題を踏まえたアイディア創出を

行い，ハッカソンではアイデアソンから引き継いだプロ

トタイプの製作，マーケソンでサービスの事業化計画を

発表するというプロセスを設計した．これらのプロセス

に加え，参加者に継続的して参加を促す機能を持つ継続

支援プロセスとして，フィールドワーク，ハッカソン入

門セミナ，プレマーケソンを構築した．

4．本システムの検証

4.1　システムのプロトタイプ
本システムは国土交通省国土政策局国土情報課委託事

業「平成26年度地理空間情報に関するアプリケーショ

ン・サービス普及促進業務」において構築し，検証した．

筆者らは全体統括チーム，ファシリテーションチーム，

データ活用支援チーム，プラットフォーム運営チームか

らなるプロジェクトを形成して，本システムの構築と検

証を行った．実証は，オープンデータの提供のみならず，

多様なステークホルダと連携したオープンデータの利活

用を検討していた川崎市に協力を得て，具体的な地域と

 

 

 

 

 

 

 

マーケソン
■目的：
サービスの事業化計画の立案やステークホルダと
チームのマッチングを行うこと
■参加者のプロセス・活動：
フィールドマーケティングを通じたステークホル
ダのニーズ調査とプロトタイプの実証，事業化計
画の立案と発表など
■システムが提供・支援する事柄：
ファシリテーション，オープンデータ，オープン
データ利用支援，事業化ステークホルダへの参加
依頼 

　　プレマーケソン
■目的：チームの進捗および
想定カスタマに対するサービ
ス告知用チラシ等を完成させ
ること

ハッカソン
■目的：
地域の課題を解決するためのアプリケーション・
サービスを生み出すこと
■参加者のプロセス・活動：
チームワークによるプロトタイプ創出
■システムが提供・支援する事柄：
ファシリテーション，オープンデータ，オープン
データ活用支援者，地域課題情報

　ハッカソン入門セミナ
■目的：参加者がハッカソ
ンの内容や作業の役割分担，
雰囲気を理解すること

アイデアソン
■目的：
地域の課題を解決するためのアイディアと，その
実現に向かうチームを作ること
■参加者のプロセス・活動：
地域課題の理解とチームのディスカッションを通
じたアイディアの創出
■システムが提供・支援する事柄：
ファシリテーション，地域課題情報，オープンデ
ータ，オープンデータ活用支援者 

プレアイデアソン
■目的：
アイデアソン等を通底するテーマや必要なオープ
ンデータが明確になること
■参加者のプロセス・活動：
主催者および行政，地域協議会関係者による課題
の洗い出しと議論によるアイデアソンのテーマの
設定
■システムが提供・支援する事柄：
ファシリテーション，地域資料 

　　フィールドワーク
■目的：参加者が地域の
課題の現場を体感すること

プロセス間の
継続支援

プロセス間の

継続支援

プロセス間の

継続支援

図 2　地域課題の発見から解決まで一貫して支援するプロセス
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して川崎市宮前区を選んだ．宮前区は区特有の地域課題

のみならず，高齢化，子育て等全国に共通する地域課題

を有していることから本システムの実証地としてふさわ

しいと判断した．上記チームに川崎市職員からなる行政

チームを加えた5チームが本プロジェクトを2014年8月

29日から2015年2月21日まで177日間実施した．

4.2　プロトタイプの実証
プレアイデアソンからマーケソンまで一貫したシステ

ムとして構築した結果，下記の結果を得た． 

4.2.1　プレアイデアソン

プレアイデアソンは2014年8月29日，宮前区が自治

体職員，地域企業，団体等に呼びかけて集まった33名

がフューチャーセッション方式のワークショップ（図3）

に参加し，その結果「坂に負けない，“みんなで創る”

歩きたくなる街」というテーマを導き出した．フューチ

ャーセッションとは参加者が主体的にテーマを捉え，相

互共感しながら異なる立場の多様なステークホルダが一

緒に協力的なアクションを起こすことを目的としたワー

クショップの一手法である[15]．プレアイデアソンで課
題を抽出したことにより，アイデアソン，ハッカソンで

参加者に提供すべきデータの種類や所在の確認を行うこ

とができた．

4.2.2　フィールドワーク

フィールドワークはアイデアソンと同日の 2014年

10月27日午前中に参加者に地域の課題の現場を実際に

体感する場を提供することを目的として開催し，地域の

在住者，在勤者など55名が参加した．参加者は自治体

職員の案内により，宮前区の特徴である坂，中心街，農

園（図4），市場や高齢化が進む団地の見学を行った． 

4.2.3　アイデアソン

アイデアソンは地域在住者，在勤者，自治体職員，会

社員等118名が参加した．宮前区の企画課職員や筆者ら

が冒頭に地理的特徴，産業，人口等の基本的情報を参加

者に伝え，地域課題の共有を行った．参加者はフューチ

ャーセッションによるワークショップ（図5）に参加し，

地域の課題や地域の魅力を向上させるアイディアを検討

した．参加者が取り組みたいアイディアを書き出し，そ

れを基に自発的にチームを組んだことで22のチームが

形成された．筆者らは市職員が各チームに参加して地域

について具体的な議論ができるよう配慮した．この結果，

22のアイディアが創出された．

4.2.4　ハッカソン入門セミナ

ハッカソン入門セミナは，ハッカソン初参加者を対象

に行った．2014年11月3日，12日の2日間，それぞれ同

内容で行い，両日で36名が参加した．参加者は過去の

ハッカソンの事例や雰囲気を知るとともに，サーバ構築

のワークを体験した．

4.2.5　ハッカソン

ハッカソンは2014年12月20日，21日の2日間行い，

1日目は70名，2日目は78名の参加者（筆者ら主催側関

係者延べ24名含む）を得た．ハッカソンは主に IT技術

者の参加を促進するため，潤沢な通信環境があり，宮前

区役所の最寄駅から電車で10分と近く，かつ都心から

の利便性も高い東京世田谷区の二子玉川にある施設を選

び，行った．1日目に参加者はアイデアソンから引き継

いだ22のアイディアを基にアイディアに関心のある者

同士でチームを組み，9つのチームに分かれて作業を行

った（図6）．2日目は地域の在住・在勤者が全サービス

のレビューを行い，チームの開発を支援した．1日目に

IT技術者やデザイナ等が足りず，参加者が自主的に参

加者を集め，2日目のプロトタイプ製作に臨んだチーム

もあった．

4.2.6　プレマーケソン

プレマーケソンは2015年1月20日に開催した．ハッ

カソン参加者40名が各チームの課題や方向性について

議論するために対話の一手法であるワールドカフェに参

加し，チームの状況等を共有してチームを超えた交流を

深めるとともに，ステークホルダやサービス化を具体的

に意識して，マーケソンへの準備を進めた．

4.2.7　マーケソン

マーケソンは 2015年 2月 20日，21日に行い，1日目

図 3 プレアイデアソンにおけ
るセッション

図 5 アイデアソンにおける
ワークショップ

図 4 フィールドワークにおけ
る農園の見学

図 6 ハッカソンにおけるチー
ムワーク
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は97名，2日目は100名の参加者（筆者ら延べ28名含む）

を得た．1日目の午前中に参加者はフィールドマーケテ

ィング（図7）に取り組んだ．これは宮前区の市民を対

象に参加者がアプリケーション・サービスについてのイ

ンタビューやアプリケーション・サービスの実証を行っ

て，サービスの課題，利用シーン等を明らかにするもの

である．1日目の午後は参加者がチームを超えて対話を

行ってアイディアを改善する時間を設定した．2日目は

より広くステークホルダを集めるため川崎市の中心部に

場所を移した．2日目の午後に最終発表（図8）と表彰

を行い，表彰の前にステークホルダと参加者が事業化に

向けて交流した．

4.3 データおよびコミュニケーション・プラットフォーム
の利用結果

4.3.1　利用されたオープンデータやデータの分析

ハッカソンおよびマーケソンで利用されたデータの一

例を表2に示す．アイデアソンのアイディアから観光名

所のアピール，地域資源の活用，都市近郊農業の振興，

高齢化対策，地域の多世代交流等の課題が挙げられたが，

これらの課題に対してハッカソンでは参加者がサービス

の根拠として区の特徴，地域課題の理解や分析を行うた

め，また，プレゼンテーションを準備するために人口デ

ータ，区の特徴である坂，農業に関するデータが利用さ

れた．続くマーケソンではサービスに導入するデータと

して公共施設，公園等の地域施設，観光名所，農園の位

置情報に関するデータが多く使われた．

表3にマーケソンで参加者から実現性が高い，あるい

は，アイディアが優れていると評価されたサービスを挙

げる．地域の弱点を地域の魅力として再定義したサービ

スや，新たな地域内の交流を生み出すサービスが創出さ
図 7 フィールドマーケティン

グの様子
図 8 最終発表

プロセス名 利用されたデータ 利用チーム数
ハッカソン 人口に関するデータ：昼

夜間人口比率，人口増減，
独居高齢世帯など（オー
プンデータ）

2（テーマ：多世代交流，
教育）

坂に関するデータ：高低
差，傾斜など（オープン
データ）

2（テーマ：坂を利用した
地域の魅力創出）

農業に関するデータ：農
産物直売所，農家軒数な
ど

2（テーマ：地域の魅力創
出，観光振興）

マーケソン 地域施設の位置情報，バ
ス路線図，観光名所，公
共トイレ，統計資料など
（オープンデータ）

7（テーマ：地域の魅力創
出，観光振興，多世代交流，
地域 SNS,地域資源発掘）

表 2　ハッカソンとマーケソンで利用されたデータ

表 3　マーケソンで創出されたサービス例と利用データ

No 地域課題 サービスの内容 利用データ
① 地域資源発掘，
地域の魅力ア
ピール

宮前区のスポット情報
等を住民の声で紹介す
るほか，街を巡るコー
スをシェアできるサー
ビス．電動アシスト
自転車への装着も想定
する．

地域情報，緯度経
度情報（オープン
データ）など

② 地域資源発掘，
地域の魅力ア
ピール

個性豊かな坂を「体を
鍛えられる」「勾配を楽
しむ」坂と捉え，区外
からの人を呼びこみ，
宮前区の新しい魅力を
アピールする．

坂の高低差データ，
地域施設の位置情
報（オープンデー
タ），街並みの写真
など

③ 多世代交流 自宅に引きこ
もる高齢者
をゼロにする
とともに子ど
もと高齢者を
中心に多世代
が交流するき
っかけをつ
くる．

人口統計，事件・
事故データ（オー
プンデータ）

④ 観光振興 観光ゲームアプリを提
供することで町の魅力
を発見する機会を提供
する．

地域施設の位置情
報（オープンデー
タ），投稿者の写真
など

⑤ 観光振興，地
域の魅力アピ
ール

表計算ソフトを使いオ
ープンデータを作成で
きるサービスで利用者
誰もが地域の観光スポ
ットや，商店情報を自
由に発信できる．

地域施設の位置情
報（オープンデー
タ），利用者作成の
地域情報など
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れた点が特徴である．さらに，オープンデータを基に新

たなオープンデータを生み出して顧客との連携を目指す

ビジネスモデルが提起された．たとえば表3のサービス

④はユーザが撮影する地域の名所の写真をアーカイブさ

せて新たなオープンデータとして提供するアイディア，

サービス⑤はある特定の飲料メーカの飲料が飲める店の

位置情報をオープンデータとして作成したものを提供し

た．以上からオープンデータは参加者が課題を知ること

のみならず，新たな独創的なサービスを創出するための

手段として利用されたといえる．

筆者らのうちデータ活用支援チームは参加者のオープ

ンデータ等のデータ利用を支援するため，アイデアソン，

ハッカソンにおいて川崎市のオープンデータ担当職員お

よび大学院生が常駐するデータ活用相談窓口を設けた．

支援チームは地域課題発掘やサービス創出に適したデー

タを探したり，データの利用方法についてのアドバイス

を行うことのみならず，参加者からの要求を受けて新た

に地域の施設に関するオープンデータを作成して川崎市

にそのデータを提供することも行った．

4.3.2　コミュニケーション・プラットフォームの利用

コミュニケーション・プラットフォームとして，筆者

らのうちプラットフォーム運営チームはプラットフォー

ム「G-OUR FUTURES」（図9）を構築，運営した．アイ

デアソンからマーケソンまでのプロセスと筆者らおよび

参加者のプレゼンテーション資料，イベント概要，参加

者一覧，イベントレポートすべてをアーカイブしたこと

により，参加者が全チームの各プロセスの共有を行うこ

とができた．また，本プラットフォームは共創支援を意

識し，各プロセスの参加者のみが利用し，参加者同士が

クローズドで交流や議論を行える環境とした．登録を行

ったのは，参加者のうち，サイトにメールアドレスや

Facebookアカウントなど，任意のアドレスで登録を行っ

た者である．結果としてプロトタイプの創出を行った

9チームすべてがプラットフォームへの登録を行った．

各チームは筆者らとの連絡手段や発表資料のアーカイブ

手段として本プラットフォームを利用した．また，筆者

らは本プラットフォームを通じてチームの進捗を把握

し，チームの支援やアドバイスのため，適宜チームの議

論に参加した．

4.4　参加者の属性や参加者数の変化
参加者の推移は以下の図10に示す．アイデアソンで

は自治体職員，ハッカソンでは主催者を除き，会社員，

マーケソンでは会社員の参加が最も多かった．IT技術

者はアイデアソンで2名，ハッカソンで8名，マーケソ

ンで6名が集まり，デザイナはアイデアソンで1名，ハ

ッカソンで5名，マーケソンで3名集まった．図10に示

すその他には団体職員，NPO職員，他自治体職員，大

学教員，大学生の属性の参加者が含まれている．不明は

属性不明の参加者を指す．

ハッカソンはチームでの開発のため，市外 IT企業の

技術者やデザイナが多く集まり，マーケソンは事業化の

協力者として市内企業，市外企業，団体等の関係者が集

まった．またマーケソンには，市と市民との協働につい

て理解を深める目的で，筆者らのうち行政チームが呼び

かけ，担当の企画課や，道路公園緑地センター，子育て

支援，自治推進，区民サービス等の多様なセクションの

職員が参加した．

5．考察

5.1　事業化提案を行うチームの支援
筆者らが地域課題を解決するアプリケーションの創出

を目的に本システムを構築した結果，9つのサービスの

事業化計画が行われた．2015年8月現在，9チームすべ

てが定期的なミーティングの開催，チーム内のコミュニ

ケーションの継続，筆者らが主催するミーティングへの

参加等を行い，活動を継続している．9チームのうち，

1チームは起業，2チームは事業化のための実証を継続

している．

筆者らは事業化支援としてマーケソン終了後，プラッ

トフォームを利用して課題が類似するチームのマッチン

グやアイディアの引き継ぎの呼びかけ等の情報発信，参

加者が区内の行事に参加してサービスの実証や区民にア

ンケートを実施する活動の支援を行った．事業化支援に

はプロセスの終了後も継続して主催者が主導し，参加者

の活動の場や情報提供を継続する等，参加者の要求を踏図 9 G-OUR FUTURESのトップページ
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まえ，参加者の活動の促進を目的とした支援手法の構築

が必要であるというプラクティスを得ることができた．

5.2 地域課題発見から解決まで一貫して行うプロセスの
実証

筆者らが本システムの設計において意識したのは，地

域のステークホルダの要求を明らかにして機能を設計

し，実装・評価を行った上で運用するというシステムズ

エンジニアリングの各プロセスである．本システムは参

加者に地域の課題をフィールドワーク，ステークホルダ

のフィードバック等の多様な方法で提示し，地域の要求

に基づいたサービスの創出を支援した．その結果，継続

して参加する参加者のみならず，各プロセスで新規に参

加した参加者も地域課題を意識し，サービスを設計する

ことができた．また，筆者らはハッカソンまでは各チー

ムがチーム内の共創を意識してプロトタイプの開発を行

うよう支援したが，プレマーケソンやマーケソンではサ

ービスに関係するステークホルダへの事業化の提案や地

域の要求に即したサービスの開発へ向けた意識転換を促

した．本システムの運用によって，地域課題の発見から

解決までを一貫して行うために，主催者がアイデアソン

からマーケソンまでの各プロセスの目的に応じて参加者

の活動を支援すること，そして，多様な参加者の集合知

を集め，共有してマーケソンまで引き継ぐために，参加

者の対話や交流をファシリテーション等により支援，促

進することが重要であるというプラクティスが得られた．

また，本システムは継続的に対象となる地域で開催

し，地域の課題保持者と参加者の交流の機会を設けたこ

とで，自治体職員がそれまで対象となる地域とかかわり

のなかった参加者との新たな関係を形成することができ

た．システムの主眼としていた将来にわたって地域で持

続的に課題解決を行うためのコミュニティ創出には，対

象となる地域で継続して開催を行う設計が有効であると

考えられる．

5.3　オープンデータの利用と創出
自治体がオープンデータを提供する際には，地域単位

でデータを提供する，データを更新してもURLを変更

させない仕様とするなど，利用者の利便性や地域性を考

慮した提供を行うことが重要であるといえる．ハッカソ

ンでは紙媒体で提供していた子育て支援サービスのデー

タ利用のリクエストがあったため，データ化の相談にあ

たっていた市の担当者がその場でデータ化を行った．デ

ィジタル化されていない資料については，写真や文章の

著作権の確認を要するため，市の担当者がディジタル化

の判断を行える体制が必要である．このことからも，ハ

ッカソンで設置したデータ活用相談窓口がデータの利用

方法やデータの所在についての相談のみならず，プロト

タイプ創出に効果的なデータの選別と作成に有効であっ

たと考えられる．

図 10 アイデアソン，ハッカソン，マーケソン参加者の属性の内訳と参加者数推移
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また，本システムを通じてある特定の飲料メーカに

関する情報をオープンデータとして新たに作成，提供

することが行われた．この事例から業務として会社員や

自治体職員がプロセスに参加し，業務に関係するデータ

をオープンデータとして公開することもサービスの事業

化の一施策として有効であるというプラクティスを得ら

れた． 

5.4　コミュニケーション・プラットフォームの運用
構築したコミュニケーション・プラットフォームは全

チームでの利用が見られたものの，Facebookやメールで

コミュニケーションを行ったチームも存在した．参加者

の利用が進まなかった理由として，既存のツールの利便

性，チームの ITリテラシー，参加者の登録への抵抗感

などがあったと思われる．筆者らのうち全体統括チーム

は参加者への連絡手段として，プロセスの運用の途中で

Facebookページの設置も行った．結果として，資料や議

論のアーカイブとして本プラットフォームの利用を促進

し，参加者への連絡手段としてSNSやメールの併用を行

うことが，本システムの円滑な運営に有効であるという

プラクティスが得られた．

また，本プラットフォームはチームごとのみならず，

チームを横断して，各チームの進捗や発表資料を共有す

る手段として使用された．これによりチーム内およびチ

ーム間のコミュニティ形成や，類似するアイディアを持

つチームの連携が可能となった．また，SNSとの連動を

制御し，参加者の任意のメールアドレスで登録ができ，

SNSの連絡先等を紹介するプロフィールの公開は任意と

したことが，連絡先の公表を控えたい自治体職員の登録

を促進できるというプラクティスが得られた．なお，筆

者らはマーケソン以降もプラットフォームの運用を継続

した．これによりチームの議論が継続し，マーケソン等

のプロセスに依存しない，チームの自発的な活動の継続

が見られたことから，プラットフォームの持続的な運用

はチーム間のコミュニティ形成およびその維持，事業化

活動の支援に有効だと考えられる． 

5.5　プロセス間の継続支援
本プロジェクト参加者によって形成されたコミュニテ

ィの継続的な維持や筆者らと参加者とのコミュニケーシ

ョンの維持，参加者のモチベーション向上を目的として，

筆者ら全体統括チームが中心となりアイデアソン，ハッ

カソン，マーケソンの間に活動継続支援となるプロセス

を設計し，実施した．たとえばフィールドワークは，参

加者が課題の現場を見聞きし，課題を体感しながら，参

加者同士で対話し交流を深めたことが，同日に行われた

アイデアソンでの参加者の交流や対話，共創に引き継が

れたと考えられる．ハッカソン入門セミナは主催者のう

ち行政チームが呼びかけて自治体職員23名が参加した

結果，自治体職員が引き続きハッカソンに参加し，地域

課題を具体的にデザイナ，IT技術者に伝えることを可

能にした．継続支援プロセスは課題解決に向けたサービ

スの創出を目的としたが，結果として参加者の交流の機

会を提供したため，プラットフォーム同様にプロジェク

トのコミュニティ形成に有効であったというプラクティ

スを得た．また，本システムではアイデアソンからマー

ケソンまで継続して参加した18名の参加者が各プロセ

スの議論やアイディアを引き継ぎ，ほかの参加者への共

有を行ったことも，プロセスの継続性に有効であったと

考えられる．

6．まとめ

筆者らは多様なステークホルダが地域課題を発見，分

析し，その解決に向けてオープンデータを利用してサー

ビスを創出するプロセスを一貫して支援するシステムを

構築した．アイディアの創出からサービスの事業化まで

一貫して行うことによって，参加者がプレアイデアソン

のアイディアを引き継ぎ，地域課題や地域のニーズに基

づいたサービスの事業化に取り組んだ．筆者らは今後も

宮前区内において持続的にサービスの創出を目指す参加

者のコミュニティ支援を継続する予定である．また，他

地域においても多様なステークホルダの参加やオープン

データ，コミュニケーション・プラットフォームの利用

による地域課題解決のシステムを実現させたいと考えて

いる．
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